
令和４年度第１回岐阜県先端科学技術体験センター指定管理評価員会議 

 

１ 日時 

  令和４年８月２４日 １４：００～１６：００ 

 

２ 場所 

  岐阜県先端科学技術体験センター会議室 

 

３ 出席者（敬称略） 

  評価員         ：４名（高橋 信一、藤井 志保、藤田 瑞穂、三宅 崇） 

［開催日時点評価員数：４名］ 

  指定管理者   ：（株）トータルメディア開発研究所 ２名 

           中電クラビス（株）        ２名 

           館職員 ４名（館長、総務課長、教育普及課長、利用促進課長） 

  岐阜県（事務局）：文化伝承課 ３名（課長、教育文化係長、担当） 

 

４ 議題 

 ・令和３年度の事業報告について 

 

５ 配布資料 

 ・次第 

・出席者名簿 

・配席図 

・指定管理者業務評価表、評価の考え方 

・指定管理評価員会議設置要綱 

・資料１「令和３年度 岐阜県先端科学技術体験センター 事業計画書」 

・資料２「令和３年度 岐阜県先端科学技術体験センター 事業報告書」 

・参考資料１「岐阜県先端科学技術体験センター管理運営業務仕様書」 

・参考資料２「令和４年度・第１回岐阜県先端科学技術体験センター指定管理評価員会議 

事業説明資料」 

 

６ 議事要旨 

 ・資料に基づき令和３年度の事業について説明 

 

 

 



 【質疑応答等】 

  ・三宅評価員 

    現在、感染症対策のため、学校利用を１日１校に制限しているが、この制限をして

いる限りは、コロナ禍前のような学校利用数は望めないのか。 

  ・指定管理者（総務課長） 

    昨年度は緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の際に多数のキャンセルがあった

が、そのキャンセルがなければ年間の利用数はコロナ禍前と大きく変わらない。 

・藤井評価員 

  ＳＮＳ等で公開している動画の撮影・編集作業は委託業者が実施しているのか。 

・指定管理者（総務課長） 

  館の職員が実施している。 

・高橋評価員 

  最近の状況で良いので来館者数のコロナ禍前との比較割合を教えて欲しい。 

・指定管理者（総務課長） 

  ８月の実績でみるとコロナ禍前の８～９割程度の来館者数である。 

 

【評価員による総評】 

・高橋評価員 

管理物件の保守点検・管理業務は高いレベルで実施されている。 

オンライン事業は今後も改善をし、来館事業との相乗効果を期待したい。 

・藤井評価員 

以前の評価員会議で出た意見を事業内容に反映できていることは良い。 

来館すれば満足してもらえる体制は整っているため、どう広報していくかが重要。 

・藤田評価員 

コロナ禍において出来ることは何かを考えて事業に取り組めている。 

今後も様々な年齢の方に楽しんでもらえる施設運営をしてほしい。 

・三宅評価員 

感染症対策やオンライン事業等、新たな対応を迫られる中で尽力されている。 

配信している動画で、学校とは別の立場から学校教育向けの動画を作成している

ことは良い。 

 

 

 

 

 

 



７ 評価結果  

評価項目 平均点 

管理基準の充足状況 3.75 

設置目的の充足状況 4.10 

公共性の確保の状況 3.79 

経営状況 3.50 

派生的効果 3.75 

 

 


